
平成19年2月14日

株式会社  仙 台 銀 行
仙台市青葉区一番町２丁目１番１号

(URL http://www.sendaibank.co.jp)

ＴＥＬ （022) 225-8241

１．四半期財務情報の作成等に係る事項

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　　：有

　内容は「四半期財務情報作成のための基本となる事項」（6頁）に記載しております。

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　：無

③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　　　：無

２．平成19年3月期第３四半期財務・業績の概況（平成18年4月1日～平成18年12月31日）

(1)経営成績（連結）の進捗状況 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

円 銭 円 銭

（注）経常収益、経常利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

　

【経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等】

 当第３四半期の経営成績につきましては、

・経常収益は、前年同期比5.3％増加の151億27百万円（通期業績予想188億円の80.4％）とほぼ計画どおり

　に推移しております。

・経常利益は、不良債権処理額の減少や国債等債券売却益の計上などにより、前年同期比31.3％増加の15億

　33百万円（通期業績予想19億円の80.6％）となりました。

・四半期純利益は、前年同期比30.3％増加の9億4百万円（通期業績予想11億円の82.2％）となりました。
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株式会社　仙 台 銀 行

(2)財政状態（連結）の変動状況

百万円 百万円 ％ 円 銭

（注）上記「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計―期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除した

    比率であり、「銀行法第14条の２の規定に基づき自己資本比率の基準を定める件」（平成５年大蔵省告

    示第55号）に基づいて算出する連結自己資本比率ではありません。

【財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等】

 当四半期の財政状態につきましては、総資産は8,024億円、純資産は236億円となりました。

 主要勘定の残高につきましては、

・預金残高（譲渡性預金を含む）は、法人預金及び公金等が減少したものの、主力の個人預金が増加した

　ことから、前年同月比67億円増加し、7,611億円となりました。

・貸出金残高は、前年同月比108億円減少し、4,987億円となりました。

・有価証券残高は前年同月比125億円増加し、2,019億円となりました。

３．平成19年3月期の連結業績予想（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

  平成18年11月22日に公表いたしました平成19年3月期連結業績予想に変更はありません。

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 円 90 銭

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る

　　本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結

　　果となる可能性があります。

通 期 18,800 1,900 

144 

1,100 

百万円 百万円 百万円

経常収益 経常利益 当期純利益

3,202 35

18年3月期第３四半期 795,791

（参考）18年3月期 782,383 24,278 3.1

38

3.0

19年3月期第３四半期 802,428

24,071

23,682 2.9 3,124

3,176 11

１株当たり

純資産
総資産 純資産 自己資本比率
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株式会社 仙 台 銀 行

１．比較四半期　連結貸借対照表

（単位：百万円）
当四半期(A) 前四半期(B)
(平成19年3月期 (平成18年3月期
第3四半期末) 第3四半期末) (A)－(B)

22,647 26,538 △ 3,891 26,765 
56,893 54,056 2,837 41,344 
52 51 1 36 
- 10 △ 10 - 
- 0 △ 0 - 

201,991 189,444 12,547 196,182 
498,792 509,625 △ 10,833 500,800 
3,317 110 3,207 113 
5,445 4,876 569 3,269 
- 12,197 - 12,270 

11,906 - - - 
182 - - - 
3,766 3,124 642 3,175 
5,194 5,359 △ 165 5,332 
△ 7,763 △ 9,602 1,839 △ 6,906 
802,428 795,791 6,637 782,383 

739,643 723,298 16,345 719,096 
21,470 31,080 △ 9,610 21,530 
6,225 6,228 △ 3 6,228 
0 0 △ 0 1 
3,371 3,005 366 2,813 
125 98 27 294 
819 882 △ 63 902 
1,895 1,753 142 1,895 
5,194 5,359 △ 165 5,332 
778,745 771,707 7,038 758,095 

- 11 - 10 

- 7,485 - 7,485 
- 5,875 - 5,875 
- 4,899 - 5,758 
- 2,545 - 2,404 
- 3,300 - 2,792 
- △ 33 - △ 35 
- 24,071 - 24,278 
- 795,791 - 782,383 

7,485 - - - 
5,875 - - - 
6,274 - - - 
△ 44 - - - 
19,590 - - - 
1,673 - - - 
3 - - - 

2,404 - - - 
4,080 - - - 
11 - - - 

23,682 - - - 
802,428 - - - 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（参考）
平成18年3月期末

貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産

コールローン及び買入手形
買 入 金 銭 債 権

金 銭 の 信 託
有 価 証 券

（ 資 産 の 部 ）
現 金 預 け 金

科       目

動 産 不 動 産

賞 与 引 当 金

比　　較

退 職 給 付 引 当 金

繰 延 税 金 資 産

商 品 有 価 証 券

支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金

譲 渡 性 預 金

有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産

自 己 株 式
資 本 の 部 合 計

資 産 の 部 合 計
（ 負 債 の 部 ）

負 債 の 部 合 計
（少数株主持分）

預 金

借 用 金
外 国 為 替
そ の 他 負 債

再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾

負 債 及 び純 資産 の部 合計

土 地 再 評 価 差 額 金

少 数 株 主 持 分

資 本 金
資 本 剰 余 金

（ 資 本 の 部 ）

利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

負債、少数株主持分及び資本の部合計

（純資産の部）
資 本 金
資 本 剰 余 金

土 地 再 評 価 差 額 金

少 数 株 主 持 分
純 資 産 の 部 合 計

利 益 剰 余 金
自 己 株 式

その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

（株主資本合計）

（評価・換算差額等合計）
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株式会社 仙 台 銀 行

２．比較四半期　連結損益計算書

（単位：百万円）
当四半期(A) 前四半期(B) （参考）
(平成19年3月期 (平成18年3月期 平成18年3月期
第3四半期) 第3四半期)
15,127 14,355 772 19,079

資 金 運 用 収 益 11,882 11,514 368 15,361
（ う ち 貸 出 金 利 息 ） ( 9,193 ) ( 9,294 ) 101△    ( 12,328 )
（うち有価証券利息配当金） ( 2,131 ) ( 2,012 ) 119 ( 2,659 )
役 務 取 引 等 収 益 1,899 2,030 131△    2,704
そ の 他 業 務 収 益 746 118 628 121
そ の 他 経 常 収 益 599 690 91△     891

13,594 13,187 407 16,453
資 金 調 達 費 用 1,503 813 690 1,182
（ う ち 預 金 利 息 ） ( 651 ) ( 191 ) 460 ( 287 )
役 務 取 引 等 費 用 1,178 1,162 16 1,595
そ の 他 業 務 費 用 233 56 177 84
営 業 経 費 9,104 9,095 9 11,928
そ の 他 経 常 費 用 1,574 2,058 484△    1,661

1,533 1,167 366 2,625
95 39 56 57
72 20 52 23
1,555 1,185 370 2,659
649 485 164 811
- - - 291
1 5 4△     3
904 694 210 1,553

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
　　　２．各四半期の「法人税等調整額」は、「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。

３．四半期　連結剰余金計算書 

 (単位：百万円)

(注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

経 常 収 益

経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益

少 数 株 主 利 益
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

特 別 損 失
税金等調整前四半期（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額

科    　目
比　　較

(A)－(B)

区　　　　　分

（ 資 本 剰 余 金 の 部 ）
資 本 剰 余 金 期 首 残 高

前四半期
(平成18年3月期
第3四半期)

5,875 
資本剰余金四半期末(期末)残高
（ 利 益 剰 余 金 の 部 ）
利 益 剰 余 金 期 首 残 高
利 益 剰 余 金 増 加 高

利 益 剰 余 金 減 少 高

利益剰余金四半期末(期末)残高

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

配 当 金

5,875 

4,583 
694 

4,899 

5,875 
5,875 

4,583 
1,553 

694 
378 
378 

5,758 

（参考）
平成18年3月期

1,553 
378 
378 

4



株式会社 仙 台 銀 行

４．四半期　連結株主資本等変動計算書 

当四半期（自　平成18年4月1日　至　平成18年12月31日）
 (単位：百万円)

当四半期中の変動額

　剰余金の配当(注2)

　利益処分による役員賞与(注3)

　四半期純利益

　自己株式の取得

　株主資本以外の項目の

　当四半期中の変動額(純額)

当四半期中の変動額合計

当四半期中の変動額

　剰余金の配当(注2)

　利益処分による役員賞与(注3)

　四半期純利益

　自己株式の取得

　株主資本以外の項目の

　当四半期中の変動額(純額)

当四半期中の変動額合計

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
　　　２．平成18年6月の定時株主総会における利益処分及び平成18年11月の取締役会決議による剰余金の配当であります。
　　　３．平成18年6月の定時株主総会における利益処分によるものであります。

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年3月31日残高 7,485 5,875 5,758 △ 35 19,082

△ 378

△ 10 △ 10

△ 378

507

904

△ 8 △ 8

904

－ － 515 △ 8

△ 1,118

平成18年3月31日残高

△ 44 19,590平成18年12月31日残高 7,485 5,875 6,274

評価・換算差額等

2,404

平成18年12月31日残高

△ 1,115 1

△ 1,115 1

3 2,404 4,080 11

土地再評価

差額金

－

評価・換算

差額等合計

5,1962,792

その他有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

△ 1,118 3

1,673

3 －

純資産合計少数株主持分

24,28810

△ 378

△ 1,113

△ 606

23,682

△ 10

904

△ 8
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株式会社 仙 台 銀 行

　当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり投資者等の利害関係者の判断を
大きく誤らせない範囲で一定の「簡便な方法」を採用しております。
　なお、四半期財務情報に関する計数は、監査法人による監査を受けておりません。

〔簡便な方法の内容〕

１．貸倒引当金の計上基準
　　　貸倒引当金については、平成18年12月末時点で実施した資産の自己査定結果に基づく債務者区分毎の残高
　　に対して、平成18年9月期の貸倒実績率等を適用して算出しております。

２．法人税等の計上基準
　　　当四半期の税金費用は、簡便的に法定実効税率をベースとした年間予測税率を基に算出しており、「法人
　　税等調整額」は「法人税、住民税及び事業税」に含めて四半期連結損益計算書に表示しております。

　　
     

　「銀行法施行規則」(昭和57年大蔵省令第10号)別紙様式が「無尽業法施行細則等の一部を改正する内閣府令」
（平成18年4月28日付内閣府令第60号）により改正され、平成18年4月1日以後開始する事業年度から適用される
ことになったことに伴い、当四半期から以下のとおり表示を変更しております。

１．繰延ヘッジ損失として「その他資産」、繰延ヘッジ利益として「その他負債」に含めて表示していたヘッジ
　手段に係る損益又は評価差額は、税効果額を控除のうえ、評価・換算差額等の「繰延ヘッジ損益」として相殺
　表示しております。

２．負債の部の次に表示していた「少数株主持分」は、純資産の部に表示しております。

３．「動産不動産」は、「有形固定資産」「無形固定資産」又は「その他資産」に区分して表示しております。
　

１．事業の種類別セグメント情報

　　　 連結会社は銀行業以外に一部でクレジットカード等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全セグ
　 　 メントに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。
 　　
２．所在地別セグメント情報

       本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報は記載
　　　しておりません。    

３．国際業務経常収益

　　　 国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。
　　 

セグメント情報

四半期財務情報作成のための基本となる事項

表示方法の変更
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株式会社 仙 台 銀 行

１．損益の状況(個別）

(単位：百万円) (単位：百万円)

( ) ( ) ( )

(注)１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　２．「コア業務純益」とは貸出・預金・為替等の銀行本来の業務による利益を表し、一般貸倒引当金の繰入れ、

　　　　国債等債券の売却損益等を加味しない利益です。

　　３．「税金費用」には「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整額」の合計額を記載しております。

業 務 純 益

業務純益（一般貸倒繰入前）

コ ア 業 務 純 益

1,000四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 798 223 575
税 金 費 用 572 125 447

税 引 前 四 半 期 純 利 益 1,371 349 1,022

1,800

特 別 損 益 27△        53△        26

51△        

経 常 利 益 1,398 402 996

株 式 等 関 係 損 益 351 124△       475

そ の 他 臨 時 損 益 50 101

臨 時 損 益 961△       

不 良 債 権 処 理 額 1,363 172△       1,535

2,360 252 2,108

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 111

1,958 520△       2,478

2,545

物 件 費 3,936 111△       4,047

税 金 550

人 件 費 4,521 133 4,388

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

そ の 他 業 務 利 益 512

66( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ） 446512

10,601

823役 務 取 引 等 利 益 684

(除く国債等債券損益(5勘定尻)) 10,966 454△       11,420

（9ヵ月間） 前年同四半期比

業 務 粗 利 益 11,479

(A) (A)－(B)

経 常 収 益 14,992 781
7△        

平成19年3月期 平成18年3月期
第3四半期 第3四半期 平成19年3月期

（9ヵ月間） 通期業績予想

18,60014,211
11,486

(B)

2,471 74△        

450

45

139△       

150

62

505

8,941

1,111△     

平成19年3月期第３四半期財務・業績の概況（説明資料）

326△       437

資 金 利 益 320△       

66

10,281

9,007

・当四半期の経常収益は、前期比1億37百万円増加の44億31百万円（中間期業績予想90億円に対して
　49.2％）とほぼ計画通りに推移しております。
・経費削減など経営の効率化を図りましたが、一部の取引先でランクダウン等信用コストの増加があり、
　当四半期の経常利益は前期比2億57百万円減少の1億86百万円（中間期業績予想の7億円に対して
　26.5%）となっております。
・四半期純利益は前期比2億40百万円減少の1億17百万円（中間期業績予想4億円に対して29.2%）と
　なっております。
・また、銀行本来の収益力を示すコア業務純益は、前期比1億33百万円増加の6億28百万円と順調に
　推移しております。
・なお、平成17年5月24日に公表した中間期および通期業績予想の修正はありません。

・当四半期の経常収益は、前年同期比7億81百万円増加の149億92百万円（通期業績予想186億円に対し
  て80.6％）とほぼ計画通りに推移しております。
・銀行本来の収益力を示すコア業務純益は、預金利息等の増加やATM手数料等の役務取引等利益の減
  少などにより、前年同期比5億20百万円減少の19億58百万円となりました。
・経常利益は、不良債権処理額の減少や国債等債券売却益の計上などにより、前年同期比4億2百万円増
　加の13億98百万円（通期業績予想18億円に対して77.6％）となりました。
・四半期純利益は、前年同期比2億23百万円増加の7億98百万円（通期業績予想10億円に対して79.8％）
　となりました。
・なお、平成18年11月22日に公表した業績予想の修正はありません。
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株式会社 仙 台 銀 行

２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（個別）

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：％） （単位：％）

（注）１．上記の各四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する
　　　　各債権のカテゴリーにより分類しております。
　　　２．当四半期の計数は、当行の定める「資産の自己査定基準」に基づき、平成18年12月末を基準日として実施し
　　　　た資産査定結果による債務者区分（※）を前提としております。

※ 債務者区分との関係 
「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」：（実質破綻先、破綻先債権）
　　　　　　　　　　　　　「危険債権」：（破綻懸念先に対する債権）
　　　　　　　　　　　　「要管理債権」：（要注意先に対する債権のうち、元本または利息の支払が３ヵ月以上
　　　　　　　　　　　 　　　延滞している債権及び貸出条件を緩和している債権）

　

３．自己資本比率（国内基準）

（注）上記予想値は、従来の基準に基づき算出しており、平成19年3月期より実施される新しい自己資本比率規制及
　　び経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。
　　

総与信に占める要管理債権

以下の開示債権額の割合

318372316小　　　計

6.23 7.17 6.23

4,7854,8134,757正 常 債 権

連結自己資本比率 9.4％程度 8.36％

合　　　計 5,073 5,185

平成18年9月末（参考）

連結Tier1比率 6.1％程度 5.88％

単体自己資本比率 9.8％程度 8.76％

単体Tier1比率 6.5％程度 6.45％

5,103

平成18年12月末 平成17年12月末 平成18年3月末（参考）

109 80

71 57

191 179

平成19年3月末(予想値)

平成19年3月末(予想値) 平成18年9月末（参考）

こ れ ら に 準 ず る 債 権

危 険 債 権

97

要 管 理 債 権 42

破 産 更 生 債 権 及 び

175

・平成19年3月末における自己資本比率の予想は、連結が9.4％程度、単体が9.8％程度を見込んでおり
　ます。また、Tier1比率は連結が6.1％程度、単体が6.5％程度を見込んでおります。

　・当四半期末の要管理債権以下の残高合計は、前年同月比56億円減少し、316億円となりました。
　・また、総与信に占める要管理債権以下の開示債権額の割合は、前年同月比0.94ポイント低下し、
　　6.23％となりました。
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株式会社 仙 台 銀 行

４．時価のある有価証券の評価差額（個別）

（単位：億円） （単位：億円）

 評価差額  評価差額  評価差額

その他有価証券
株式
債券
その他

（注）１．各第３四半期末の「評価差額」は、各第３四半期末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理前）と時価と

　　　　の差額を計上しております。

　　　２．時価のある満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

　　　　　なお、子会社・関連会社株式で時価のあるものはありません。

（単位：億円） （単位：億円）

 含み損益 含み損益 含み損益

５．デリバティブ取引（個別）

（１）金利関連取引

該当ありません。

（２）通貨関連取引
（単位：億円） （単位：億円）

通貨ｽﾜｯﾌﾟ
為替予約
通貨ｵﾌﾟｼｮﾝ

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

（３）株式関連取引、債券関連取引、商品関連取引、クレジットデリバティブ取引

該当ありません。

店
頭

－－ － － －－ － － －
－ －

－ － －
0 0 △0 － － － －

－－ － － －

－ － － － － －

－ －
取
引
所

－ － －

区
分 種類

平成18年12月末 平成17年12月末
契約額等 時価 評価損益

平成18年3月末（参考）
契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

1,608 28 50 22
152 43 46 2
1,327 △ 11 1 13
128 △ 3 2 6

平成18年12月末 平成17年12月末
時価

うち益 うち損

時価
うち益 うち損

1,476 55 68 13
157 55 55 －
1,184 △ 1 4 6
135 1 8 7

平成18年3月末（参考）
時価

うち益 うち損

1,544 46 75 28
168 63 63 0
1,241 △ 17 1 19
134 1 10 9

平成18年12月末 平成17年12月末 平成18年3月末（参考）
帳簿 帳簿 帳簿

1 1 －

うち益 うち損 うち益 うち損

0 0 －

うち益 うち損

満期保有目的の
債券

価額 価額 価額

37392 △ 34 5 39 37
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株式会社 仙 台 銀 行

６．預金等、預かり資産、貸出金の残高（個別）

　

① 預金等残高（末残）

（単位：億円） （単位：億円）

預金等

うち個人預金

うち法人預金

うち公金

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金

② 預かり資産残高（末残）

（単位：億円） （単位：億円）

（注）個人年金保険残高は、成約累計残高としており、解約分は考慮しておりません。

③ 貸出金残高（末残）

（単位：億円） （単位：億円）

貸出金

うち消費者ローン

うち住宅ローン

以　上

中小企業等貸出比率 74.33% 75.10% 76.28%

うち地方公共団体向け貸出 713 757 653

うち中小企業等向け貸出

うち個人年金保険 24 19

3,732 3,854

5,021

平成18年12月末 平成17年12月末

1,342

1,557

3,847

5,043

1,527 1,573

1,3581,325

平成18年12月末 平成17年12月末 平成18年3月末（参考）

7,612 7,4087,545

5,505

平成18年3月末（参考）

1,171 1,1991,229

748 779 647

平成18年12月末 平成17年12月末

5,650 5,489

94

72 43

預かり資産

うち公共債

158224

127

うち投資信託 49

100

170

5,131

平成18年3月末（参考）

20

　・当四半期末の預金等残高は、法人預金、公金等が減少したものの、主力の個人預金が増加し、前年
　　同月比67億円増加の7,612億円となりました。
　・預かり資産残高は、投資信託、公共債を中心に順調に推移し、前年同月比66億円増加の224億円と
　　なりました。
　・貸出金残高は、中小企業等向け貸出が伸長せず、前年同月比110億円減少の5,021億円となりました。
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